説教要旨　

「福音の前進」

フィリピの信徒への手紙１章１２－１４
12 兄弟たち、わたしの身に起こったことが、かえって福音の前進に役立ったと知ってほしい。
13 つまり、わたしが監禁されているのはキリストのためであると、兵営全体、その他のすべての人々に知れ渡り、14 主に結ばれた兄弟たちの中で多くの者が、わたしの捕らわれているのを見て確信を得、恐れることなくますます勇敢に、御言葉を語るようになったのです。
【知ってもらいたい】
　パウロが冒頭で、「知ってもらいたい」と言いますが、これは彼のよく用いる言葉で（エフェソ６・２１、コロサイ４・７）、このことは重大だからよく知っておいてほしい、と強く希望を語る場合に使われます。どのようなことを知って欲しいと言うのでしょうか。
それは、「わたしの身に起こったこと」です。この言葉は、「わたしに伴って」あるいは、「わたしに関わる事柄」で、単にパウロの外側で起こっている事象ではなく、彼の内部にも起きている全体を表わしています。
つまり、彼の魂の奥底でも生じた変化も含めて、今パウロが味わっている出来事を知ってほしいというのです。それが福音の前進に役立っているからです。「前進」は、真っ直ぐに前に向かうことを指しています。直線的に福音は前進している。ふらふらしているのではありません。目前にいろいろの障害物があっても福音は真っ直ぐに拡大し続けている。このようにパウロは申します。もちろん、真実には、それは、福音が何の障害物もなく順調に拡充しているということではありません。

【パウロの監禁】
　パウロは監禁されていました。つまり投獄されていたのですが、そこは兵営であったことが分かります。この兵営はどこかという点で解釈が分かれるのですが、おそらくローマ城外の皇帝警護のための軍隊の兵舎ではなかったかと推論できます。そこにある一室、というよりも獄屋にパウロは収容されていたと想像されます。
使徒言行録の最後、２０・３０では、ローマに到着したとき、彼は自費で家を借り、未決囚ではありましたが、自由に福音を宣教することができていました。ところが数年して、情況が変わっていたのです。彼は、自由を奪われ、監獄に留め置かれていました。当然、手足に鎖がつけられていたであろうと推測できます。そして、パウロはローマの官憲から尋問を受けていたと思います。これは大変悪い状態です。パウロは囚人として自由を奪われ、ローマ政府の担当者からキリスト教についての取調べを受けるという破目に陥っていました。
　当時のローマ帝国政府は宗教団体を含む秘密結社を厳しく取り締まっていました。公認された（宗教）団体は自由を許されていましたが、非公認団体は弾圧の対象でした。そのような団体に加わると死刑も覚悟しなければなりません。ユダヤ人はローマ政府から特権を与えられていて、彼らはローマの神々への供儀は免除されていました。しかし、公認されない宗教団体はローマの神々、たとえばウエヌス（ヴィーナス）とか軍神マルスを礼拝することが強要され、もし守らなければ国家犯罪人として処刑されたのです。特に、皇帝は元老院から神としての称号を受けると、礼拝の対象となり皇帝崇拝をしないものは政治犯として、極刑に処せられました。
　パウロはキリスト教の宣教者として逮捕され、調査されていたのです。それは生易しいものではなかったと思います。相手が政治犯です。ローマ政府の役人はパウロを時には脅しと脅迫で自白を差し迫ったことでしょう。嘲笑や侮蔑をもってパウロに接する人もいたに違いありません。相手が宗教者であると、暴力的に押さえつければ言うことを聞くと思う調査官もいたでしょう。彼らの大半は異邦人であり。キリスト教に好意を持っていなかったと想像できます。そうであれば、役人たちのすることはパウロには不利であるといえます。

　パウロは兵営で監禁され、自由を奪われ、そこで、１・７にあるように、福音の弁明と立証に明け暮れたのです。立ち代わりキリスト教の教義を尋ねてくる担当者があり、パウロは誠実に応答していたに違いありません。

【福音の前進】
　このような悪条件の中で、福音は前進しています。私たちは福音宣教に従事するとき、悪条件を数えます。この国の政治、経済状況、文化、あるいは民心の状態、人々の価値観・・・このようなものを並べていきますと、伝道がいかに困難だとしか答が出てきません。実際に、今日、私たちのおかれている情況ほど伝道に悪条件の地はありません。だから、伝道不振を仕方のないことと諦めてしまいます。伝道は困難だからどうすることもできないと失望します。
　ところがパウロはこの情況に失望をしていません。こういう中でも福音は前進している。ここでパウロが伝道活動は絶好調だなどといっているのではありません。少し考えれば分かります。彼は監禁されており、自由の行動できません。キリスト教に対する攻撃はユダヤ人から激しくなってきていました。町中で福音を宣教しようにもできません。しかし、彼は、置かれている情況を悲観することはありませんでした。彼ができたのは、全くキリスト教に関心などもたないローマ政府の役人、あるいは軍人に福音を語ることであったと思われます。彼がどんなに語ったところではじめから心開くことのない人が圧倒的多数であったに違いありません。相手はパウロを嘲笑してかかり、聞く耳も持たず、見下げて接してくる人であっても、彼自身は、誠実に福音を弁明し立証していました。

　キリストにおいて、パウロはこのような苦境に置かれていました。ここで言う、その他の人たちとは兵営の外にいる人ですが、兵営が皇帝警護の部隊であれば、その人々の中には皇帝の官邸に属する者もいたでしょう。そういう人も含めて、兵営の内外の人たちに、相手がだれであろうと彼は自分の信じ、確信していたことを大胆に語ったことでしょう。
キリストのゆえに囚人となり、自由を奪われ、過酷な日々を過ごしていることが知られてきて、彼がただの犯罪人でもない、また、偽りの宗教団体の責任者でもない、ましていかがわしい秘密結社の構成員でもないということが人々に明らかになっていました。

　確かにこのような条件下で福音を受け入れる人は少数であったかもしれません。でも、確実に福音を信じる人が出てきていました。パウロが語る福音の真理を受け入れる異邦人がいたのです。聞いた人の割合からすれば圧倒的に少なかったとしてもパウロには福音の直線的前進と見ることができたのです。私たちは大量に大挙して福音の受容者が増加していったと考えたくなるのですが、それは事実ではなかったと思います。

　私たちはパウロの楽観主義を知るのですが、それはパウロだけの楽観主義ではありません。いかにしても、どんな条件でも、福音を弁証し立証しているところでは神は働かれます。そして、数字の上で、人間が計算する秤ではなく、別の視点で現状を見れば確実に神は行動する方であることをはっきり認識できます。

　福音の前進に役立っているもうひとつのことは、キリスト者がパウロの投獄を見て勇気をもって御言葉を宣教したからです。これは驚くべきことです。反対の場合が多いと思います。教会の指導者が逮捕される。そうすると教会に属していた人が姿を消してしまう。牧師が捕らえられて残ったのは牧師の家族と少数の信徒だけ。そういう状態を教会はかつて経験しました。そんな時代が再来しないとは限りません。

　ところが、当時のローマ教会では逆のことが起きていました。かえって信徒が熱心に恐れなく伝道を強力に推進していきました。こうして、信徒が伝道に参与して、福音は前進したのです。パウロが監禁されていることは決して好ましいことではありません。このような事態になって多くの信徒が躓くことは大いにありえたのです。ところがそうではありませんでした。
　なぜ、このような、私たちには逆と思われるようなことが起きるのでしょうか。ここにパウロは直接語っていませんが、明らかに分かることはパウロが模範であったからです。彼は監禁され、投獄される破目に陥っていても諦めたり、失望したりしていません。数字が挙がらないことを弁解したり、あるいは他者の批判をしていません。
指導者は、教勢が不振であるとただただ発破をかける、あるいは目標の数字を掲げて信徒を激励する、そういうことをやって苦境を脱出しようと謀ります。パウロはそんなことをしていません。彼は自由を拘束され、一方的な尋問に耐え、死刑の危機にあっても臆することなく福音を弁明し立証することに専念していました。このパウロの生き方がローマのキリスト者を励ましたはずです。

【キリストが働かれる】
　そして、私たちはそのパウロを突き動かしていたものを知っています。それは福音そのものが持っている力です。キリストは福音の中心にいます。キリストから力があふれて出てきます。パウロはこのキリストに期待をしました。そして、キリストに委ねました。

　だから、パウロを見た人々はかえって勇気を得て、パウロが不在のローマで伝道をいっそう推進していったのです。

　私たちは人間的に見れば悪条件を数え上げます。それを伝道不振の言い訳にします。あるいは、伝道が推進される条件を挙げます。そのような条件が整えられれば、福音は前進すると思うのです。けれども、そのような客観的な条件が揃うことはほぼ期待できません。

　ここで言われていることは教会の宣教に関わる真理だけではありません。キリスト者の生そのものに適用される原理でもあります。私たちの信仰生活の中で悪条件が続くこともあります。そういうとき、私たちは諦めの口実を発見しようとします。そして、その結果、信仰生活そのもの、あるいは教会生活を断念してしまいます。そういうことがしばしばおきます。これはまことに残念なことです。

　私たちにとっては、キリストこそ私たちの前進の力の根源であること、福音にはそのような固有の力のあることを十分にわきまえること肝心であると思うのです。（おわり）
　

